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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
旅

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
５
８
１
Ｄ

【
作
者
名
】

　
し
み
ち
ゃ
ん

【
あ
ら
す
じ
】

　
僕
は
『
リ
ョ
ウ
キ
』
と
言
う
名
前
以
外
に
何
も
持
た
な
い
。
自
分
を
探
す
為

に
僕
は
旅
に
出
た
。
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（
前
書
き
）

※
イ
タ
リ
ア
語
が
所
々
出
て
き
ま
す
。

　
と
言
っ
て
も
単
語
で
す
が
…
。
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大
切
な
物
。

そ
れ
は
人
に
よ
っ
て
違
う
だ
ろ
う
。

無
く
し
た
物
。

そ
れ
も
人
の
よ
っ
て
違
う
だ
ろ
う
。

け
れ
ど
、
無
く
し
た
か
ら
得
る
物
が
あ
る
。

得
た
物
が
有
る
か
ら
、
無
く
す
物
が
あ
る
。

僕
は
、
記
憶
を
失
っ
た
。

名
前
以
外
の
何
も
持
た
な
い
僕
は
、
旅
に
出
た
。

僕
が
持
っ
て
い
た
の
は
、
『
リ
ョ
ウ
キ
』
と
い
う
名
前
だ
け
だ
っ
た
。

（
名
前
と
容
姿
か
ら
し
て
、
僕
は
日
本
人
な
ん
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
イ
タ
リ
ア
だ

け
ど
。
）

何
処
で
生
ま
れ
、
何
処
で
育
ち
、
何
を
し
て
、
ど
の
様
に
し
て
生
き
て
来
た
か

…
何
も
解
か
ら
な
い
。

気
が
付
く
と
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
一
人
で
立
ち
つ
く
し
て
い
た
。

こ
こ
は
何
処
だ
？

何
で
、
何
で
こ
こ
に
居
る
ん
だ
？

何
も
解
か
ら
な
い
…
。

や
が
て
景
色
は
暗
く
な
り
…
僕
以
外
の
全
て
が
、
闇
に
包
ま
れ
た
…
。

目
が
覚
め
た
。
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あ
の
時
の
記
憶
が
蘇
る
。

旅
の
き
っ
か
け
が
。

旅
を
始
め
て
一
年
。

自
分
を
求
め
て
、
只
、
ふ
ら
り
と
旅
を
し
て
い
る
。

だ
が
、
一
年
の
旅
で
も
、
記
憶
は
戻
ら
な
い
。

や
は
り
僕
は
、
名
前
以
外
に
、
何
も
持
た
な
い
。

僕
は
一
体
、
誰
な
ん
だ
？

今
日
も
歩
く
。

ひ
た
す
ら
に
、
歩
く
。

自
分
を
追
い
求
め
て
、
ひ
た
す
ら
に
…
。

ふ
と
、
聞
こ
え
た
ピ
ア
ノ
の
音
。

『
テ
ン
ペ
ス
ト
　
第
３
楽
章
』

激
し
い
頭
痛
が
襲
っ
た
。

絶
え
る
こ
と
な
く
続
く
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
、
朦
朧
と
す
る
意
識
の
中
で
一
つ

の
景
色
が
浮
か
ん
だ
。

大
き
な
、
空
へ
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
た
木
の
下
。

一
人
の
金
髪
の
女
の
子
（
外
国
人
だ
ろ
う
か
？
）
が
微
笑
ん
で
い
た
。

フ
ワ
フ
ワ
と
風
に
な
び
く
、
淡
い
、
金
糸
の
髪
が
印
象
的
な
女
の
子
。

知
っ
て
い
る
気
が
す
る
。

で
も
、
誰
な
ん
だ
…
？

と
て
も
、
と
て
も
懐
か
し
い
気
が
す
る
…
。

『
貴
女
は
…
誰
で
す
か
…
？
』
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問
う
た
言
葉
は
、
彼
女
に
届
か
ず
、
空
へ
と
消
え
た
。

後
に
は
何
も
残
ら
ず
、
彼
女
も
消
え
た
。

闇
が
広
が
る
。

全
て
が
消
え
、
現
実
へ
引
き
戻
さ
れ
た
。

何
故
か
、
僕
は
涙
を
流
し
て
い
た
。

解
か
ら
な
い
。

何
故
泣
い
て
い
る
？

あ
の
人
は
、
誰
な
ん
だ
？

知
ら
な
い
は
ず
な
の
に
、
で
も
、
何
故
か
懐
か
し
く
て
。

涙
を
拭
い
て
、
ま
た
歩
き
出
す
。

日
も
暮
れ
、
今
日
は
小
さ
な
宿
に
泊
ま
る
事
に
し
た
。

部
屋
の
窓
を
開
け
る
と
、
月
が
顔
を
覘
か
せ
た
。

今
夜
は
満
月
だ
。

旅
を
始
め
た
あ
の
日
も
、
満
月
だ
っ
た
。

月
を
見
、
考
え
た
。

彼
女
は
誰
な
の
か
。

自
分
は
、
何
故
彼
女
を
懐
か
し
む
の
か
。

何
故
、
あ
の
曲
と
供
に
、
あ
の
光
景
が
浮
か
ん
だ
の
か
。

も
し
か
し
た
ら
…
僕
の
記
憶
に
、
関
わ
っ
て
い
る
の
か
…
？

眠
気
が
さ
し
、
寝
る
事
に
し
た
。

何
も
無
い
丘
の
上
、
僕
は
大
木
の
下
に
居
た
。

一
陣
の
風
が
吹
き
、
僕
の
隣
に
は
、
彼
女
が
居
た
。

『
貴
女
は
、
誰
で
す
か
？
』

僕
は
問
う
。
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『
私
は
―
…
』

そ
こ
で
目
が
覚
め
た
。

何
故
…
何
故
彼
女
が
、
ま
た
。

や
は
り
、
彼
女
は
僕
の
記
憶
に
関
係
し
て
い
る
の
か
？

既
に
、
日
は
高
く
昇
っ
て
い
た
。

宿
を
出
、
町
を
抜
け
た
。

目
の
前
に
は
森
が
広
が
っ
て
い
た
。

森
の
中
へ
入
る
。

暫
く
歩
く
と
、
一
件
の
洋
館
が
目
の
前
に
現
れ
た
。

洋
館
は
古
く
、
寂
れ
、
誰
も
住
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

森
を
抜
け
よ
う
と
、
足
を
進
め
よ
う
と
す
る
。

そ
の
時
だ
っ
た
。

カ
ラ
ン
―
…
コ
ロ
ン
―
…

門
に
付
い
た
鐘
が
鳴
り
、
門
が
開
い
た
。

『
誰
か
居
る
の
か
？
』

そ
う
問
う
て
も
、
返
事
は
無
く
、
辺
り
は
不
気
味
す
ぎ
る
程
に
静
か
で
あ
る
。

奇
妙
に
思
う
反
面
、
好
奇
心
に
負
け
、
洋
館
へ
入
る
事
に
し
た
。

中
は
と
て
も
埃
っ
ぽ
く
、
長
い
間
手
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

枯
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
鼠
の
死
骸
ま
で
も
が
足
元
に
転
が
っ
て
い
る
。

（
や
は
り
…
誰
も
居
な
い
の
か
…
？
）

し
か
し
、
誰
も
居
な
い
の
な
ら
、
何
故
門
が
勝
手
に
開
い
た
の
か
？

考
え
事
を
し
な
が
ら
歩
く
う
ち
に
、
一
際
広
い
部
屋
に
出
た
。
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部
屋
は
暗
く
、
入
っ
た
途
端
、
か
す
か
な
鉄
の
臭
い
が
鼻
を
つ
い
た
。

よ
う
や
く
暗
闇
に
目
が
慣
れ
た
の
か
、
徐
々
に
景
色
が
把
握
で
き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
部
屋
に
入
っ
た
事
を
後
悔
し
た
。

部
屋
の
壁
に
は
、
血
と
思
わ
れ
る
も
の
が
大
量
に
付
着
し
て
い
た
。

床
も
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
全
て
赤
に
染
ま
っ
て
お
り
、
人
骨
が
散
乱
し
て
い
た
…
。

そ
の
光
景
は
吐
き
気
を
催
す
程
酷
か
っ
た
。

ふ
と
、
前
方
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
見
え
た
。

ピ
ア
ノ
の
近
く
に
は
、
女
性
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
死
体
は
、
女
物
の
服
を
身
に
纏
っ
て
い
た
。

ピ
ア
ノ
に
近
づ
き
、
触
れ
た
。

そ
の
瞬
間
だ
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ま
だ
綺
麗
だ
っ
た
そ
の
部
屋
に
、
僕
は
居
た
。

（
ど
う
い
う
事
だ
！
？
一
体
…
）

そ
の
部
屋
の
窓
か
ら
は
、
綺
麗
な
満
月
が
顔
を
覘
か
せ
て
い
た
。

部
屋
で
は
、
沢
山
の
人
が
、
綺
麗
な
服
を
身
に
纏
い
、
笑
い
な
が
ら
話
に
花
を

咲
か
せ
た
り
し
て
い
た
。

『
リ
ョ
ウ
キ
』

名
を
呼
ば
れ
、
僕
の
後
ろ
に
は
、
彼
女
が
立
っ
て
い
た
。

『
私
の
演
奏
、
聞
き
に
来
て
く
れ
た
の
？
あ
り
が
と
う
！
』

あ
き
ら
か
に
日
本
語
じ
ゃ
な
い
言
葉
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イ
タ
リ
ア
語
だ
っ
た
。

そ
う
言
う
と
彼
女
は
ピ
ア
ノ
の
方
へ
走
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
一
度
振
り
返
り
、
言
っ
た
。

『
Ｔ
ｉ
 

ａ
ｍ
ｏ
…
．
』

ニ
コ
リ
と
微
笑
み
、
そ
し
て
、
彼
女
は
小
走
り
で
、
走
り
去
っ
て
行
っ
た
。

さ
っ
き
の
言
葉
に
驚
き
つ
つ
、
赤
面
し
な
が
ら
、
気
付
い
た
。

（
ま
た
…
名
前
聞
け
な
か
っ
た
…
）

間
も
な
く
、
部
屋
が
暗
く
な
り
、
よ
く
知
っ
て
い
る
旋
律
が
室
内
に
響
い
た
。

（
こ
の
旋
律
…
テ
ン
ペ
ス
ト
の
第
三
楽
章
…
？
）

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
彼
女
は
、
と
て
も
美
し
く
、
凛
と
し
て
い
た
。

や
が
て
演
奏
が
終
わ
り
、
室
内
を
拍
手
の
渦
が
包
ん
だ
。

そ
れ
と
同
時
に
、
凶
器
を
手
に
持
っ
た
、
沢
山
の
人
が
扉
を
蹴
破
り
、
入
っ
て

き
た
。

そ
し
て
、
凶
器
を
振
る
っ
た
。

断
末
魔
の
叫
び
声
や
、
助
け
を
請
う
声
、
脅
え
た
声
が
木
霊
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
銃
や
ナ
イ
フ
、
マ
シ
ン
ガ
ン
や
ラ
イ
フ
ル
の
、
発
砲
音
や
、

肉
を
切
り
裂
き
、
抉
り
、
弾
け
る
音
が
し
た
。

目
の
前
は
血
が
飛
び
交
い
、
人
が
叫
ん
で
は
倒
れ
て
い
っ
た
。

目
の
前
の
惨
劇
に
、
声
も
出
ず
、
只
、
耳
を
塞
ぐ
事
し
か
出
来
な
か
っ
た
。

一
人
が
、
彼
女
に
ナ
イ
フ
を
振
り
か
ざ
し
た
。

『
い
や
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
』

『
ア
リ
ス
！
！
！
！
！
』



9

伸
ば
し
た
手
が
ア
リ
ス
に
届
く
こ
と
は
無
か
っ
た
。

気
が
付
く
と
、
僕
は
ア
リ
ス
を
殺
し
た
ナ
イ
フ
を
片
手
に
、
血
に
塗
れ
な
が
ら
、

死
体
の
山
と
血
の
海
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

足
元
に
人
骨
が
散
乱
し
た
現
実
に
、
引
き
戻
さ
れ
た
。

僕
は
ア
リ
ス
だ
っ
た
物
を
抱
き
し
め
、
泣
い
た
。

「
ア
リ
ス
…
」

守
れ
な
か
っ
た
。

ア
リ
ス
を
抱
き
上
げ
、
屋
敷
を
出
た
。

何
も
無
い
丘
に
出
、
あ
の
大
木
の
下
に
来
た
。

ア
リ
ス
と
の
思
い
出
の
場
所
へ
。

ア
リ
ス
と
出
会
っ
た
場
所
へ
。

ア
リ
ス
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
僕
が
５
．
６
歳
の
時
だ
っ
た
。

僕
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
、
両
親
の
都
合
で
イ
タ
リ
ア
に
住
ん
で
い
た
。

け
れ
ど
、
子
供
達
か
ら
は
、
『
黄
色
い
猿
』
と
言
わ
れ
、
退
け
モ
ノ
に
さ
れ
る
。

そ
の
上
、
両
親
も
、
マ
フ
ィ
ア
間
の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
死
ん
だ
。

日
本
に
帰
り
た
い
け
ど
、
帰
る
術
も
無
か
っ
た
。

毎
日
が
最
悪
で
、
退
屈
だ
っ
た
。

退
屈
を
紛
ら
わ
す
為
に
、
そ
の
日
、
僕
は
い
つ
も
は
行
か
な
い
森
へ
、
散
歩
に

行
っ
た
。

そ
の
時
、
僕
と
ア
リ
ス
は
出
会
っ
た
。
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幼
か
っ
た
ア
リ
ス
が
、
こ
の
木
の
下
で
泣
い
て
い
た
。

『
ど
う
し
た
の
？
』

『
帽
子
が
…
飛
ば
さ
れ
て
木
に
引
っ
か
か
っ
た
の
…
。
』

見
上
げ
る
と
、
確
か
に
木
の
枝
に
帽
子
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た
。

『
取
っ
て
あ
げ
る
よ
。
』

そ
う
言
っ
て
、
僕
は
木
に
登
っ
た
。

元
来
、
木
登
り
は
得
意
だ
っ
た
し
、
帽
子
も
、
そ
ん
な
に
高
く
な
い
場
所
に
引

っ
か
か
っ
て
い
た
か
ら
、
す
ぐ
に
取
る
事
が
出
来
た
。

『
は
い
。
』

ア
リ
ス
は
泣
き
止
ん
で
、
満
面
の
笑
み
で
『
あ
り
が
と
う
！
！
』
と
言
っ
た
。

そ
の
笑
顔
が
可
愛
く
て
、
少
し
、
ド
キ
っ
と
し
た
。

『
私
は
ア
リ
ス
！
貴
方
は
？
』

『
僕
は
リ
ョ
ウ
キ
。
』

『
日
本
人
ね
。
ヨ
ロ
シ
ク
！
！
』

ア
リ
ス
は
、
初
め
て
僕
を
認
め
て
く
れ
た
。

少
し
驚
き
つ
つ
、
差
し
出
さ
れ
た
右
手
を
握
り
返
し
、
握
手
し
た
。

ア
リ
ス
と
は
、
そ
の
日
、
沢
山
の
事
を
話
し
た
。

自
分
の
事
。
（
僕
の
両
親
と
僕
の
生
い
立
ち
を
言
う
と
、
ア
リ
ス
は
励
ま
し
て

く
れ
た
。
）

自
分
の
趣
味
の
事
。

何
が
嫌
い
と
か
、
何
が
好
き
と
か
、
そ
ん
な
他
愛
も
無
い
話
を
し
た
。

ア
リ
ス
と
話
す
の
に
夢
中
で
、
時
が
経
つ
事
さ
え
忘
れ
た
。

気
が
付
く
と
、
辺
り
は
す
っ
か
り
翳
っ
て
い
た
。

『
そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
き
ゃ
。
お
父
様
が
心
配
し
ち
ゃ
う
。
』

『
そ
う
だ
ね
。
僕
も
帰
ら
な
き
ゃ
。
』
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『
ね
ぇ
、
ま
た
明
日
、
会
え
る
か
し
ら
？
』

そ
う
言
わ
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

『
う
ん
。
明
日
も
こ
こ
で
ね
。
』

そ
う
言
っ
て
手
を
振
り
、
自
分
の
家
へ
帰
っ
た
。

両
親
が
居
な
い
僕
。

毎
日
、
家
に
帰
っ
て
も
暇
な
だ
け
。

近
所
の
オ
バ
サ
ン
が
料
理
を
作
り
に
来
て
く
れ
る
け
ど
、
挨
拶
と
お
礼
だ
け
で

個
人
的
な
事
な
ん
か
話
さ
な
い
。

只
、
退
屈
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

け
れ
ど
変
わ
っ
た
。

ア
リ
ス
の
事
を
考
え
る
と
、
と
て
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
た
。

退
屈
な
日
々
が
一
変
し
た
。

ア
リ
ス
は
、
僕
の
全
て
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
僕
等
は
毎
日
の
様
に
、
あ
の
木
の
下
で
話
を
し
た
。

出
会
っ
て
か
ら
十
年
後
。

い
つ
も
の
様
に
、
僕
は
あ
の
木
の
下
に
座
っ
て
い
た
。

『
Ｂ
ｕ
ｏ
ｎ
 

ｇ
ｉ
ｏ
ｒ
ｎ
ｏ
！
』

後
ろ
か
ら
声
が
し
た
。

『
ア
リ
ス
！
Ｃ
ｉ
ａ
ｏ
．
』

『
待
っ
て
て
く
れ
た
の
？
あ
り
が
と
う
！
』

ま
た
今
日
も
他
愛
の
な
い
話
を
す
る
。

『
あ
の
ね
、
今
度
屋
敷
で
私
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
の
！
！
聞
き
に
来
て
く
れ
る

？
』

『
う
ん
、
良
い
よ
。
』

次
の
日
、
僕
は
ア
リ
ス
の
屋
敷
へ
行
っ
た
。
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（
で
っ
け
ぇ
…
）

執
事
（
？
）
ら
し
き
人
が
出
迎
え
て
く
れ
、
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。

あ
ん
な
惨
劇
が
起
こ
る
と
は
知
ら
ず
に
…
。

あ
の
惨
劇
の
後
、
僕
は
そ
の
ま
ま
屋
敷
を
出
た
。

雨
が
降
っ
て
い
た
。

全
て
が
夢
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。

全
て
が
消
え
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。

記
憶
が
無
く
な
れ
ば
良
い
と
願
っ
た
。

そ
し
て
…
何
も
か
も
を
無
く
し
、
僕
は
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
一
人
で
立
っ

て
い
た
ん
だ
。

腕
に
抱
い
た
、
『
ア
リ
ス
』
を
見
た
。

こ
の
一
年
で
変
わ
り
果
て
た
『
ア
リ
ス
』

柔
か
い
金
糸
の
髪
は
無
く
な
り
、
皮
膚
も
筋
肉
も
削
げ
、
白
骨
と
な
っ
た
『
ア

リ
ス
』

両
親
を
亡
く
し
た
僕
に
と
っ
て
全
て
だ
っ
た
。

彼
女
が
、
退
屈
な
日
々
を
変
え
て
く
れ
た
。

な
の
に
…
な
の
に
、
僕
は
ア
リ
ス
を
守
れ
な
か
っ
た
。

僕
は
ア
リ
ス
を
、
そ
の
木
の
下
に
埋
め
た
。

そ
し
て
、
ア
リ
ス
の
屋
敷
に
火
を
点
け
た
。

ア
リ
ス
を
想
い
な
が
ら
。

僕
は
、
死
ぬ
ま
で
歩
き
続
よ
う
。

死
ぬ
ま
で
旅
を
続
よ
う
。

で
も
、
今
ま
で
と
は
違
う
。

自
分
を
探
す
為
じ
ゃ
な
い
。

ア
リ
ス
へ
の
想
い
に
、
答
え
る
為
に
、
旅
を
続
け
よ
う
。
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漂
う
様
に
、
一
人
を
選
ん
で
、
僕
は
歩
き
続
け
る
。

ア
リ
ス
が
最
後
に
言
っ
た
『
Ｔ
ｉ
 

ａ
ｍ
ｏ
』

そ
の
思
い
に
答
え
る
為
に
、
僕
は
一
人
で
あ
る
事
を
、
ア
リ
ス
に
誓
っ
た
。

目
を
瞑
り
、
浮
か
ぶ
は
在
り
し
日
の
ア
リ
ス
の
笑
顔
。

君
は
、
僕
の
胸
に
、
今
も
生
き
て
い
る
。

供
に
歩
こ
う
。

蒼
く
、
綺
麗
な
空
を
見
上
げ
、
僕
は
言
う
。

『
Ｔ
ｉ
 

ａ
ｍ
ｏ
．
』

（
愛
し
て
る
）

永
遠
の
愛
を
、
僕
は
君
に
誓
う
。
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（
後
書
き
）

Ｂ
ｕ
ｏ
ｎ
 

ｇ
ｉ
ｏ
ｒ
ｎ
ｏ

ｃ
ｈ
ｉ
ａ
ｏ
 
 
 
 
 
 
 
 

両
方
と
も
コ
ン
ニ
チ
ハ
の
意
味
で
す
；
；

こ
ん
な
駄
文
を
読
ん
で
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

旅
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